
本事例のポイント

認知症カフェの目的とは

認知症カフェは、認知症の人やその家族、医療や介護の専門職、地域の
人など、誰もが気軽に参加できる「集いの場」です。認知症の当事者は、
家に閉じこもりになってしまう傾向があります。
認知症カフェは、認知症の当事者の方が通うことで認知症の当事者や家
族の方が孤立してしまうリスクを減らせます。
また、認知症の当事者・家族にサービスを提供することで、普段の介護で
感じている負担やストレスなどを減らせることもメリットです。
さらに、地域の人に認知症のことを理解してもらうことにより、地域全体
で住みよい街づくりができることにも繋がります。

認知症カフェを通じて、
認知症当事者の方やそ
の家族の心のケアや地
域共生の観点から世代
や分野を超えてつなが
ることで、認知症当事者
の暮らしや生きがいを
地域とともに創っていく
やさしい町づくりの推進。

冨永さんご夫婦が認知症
カフェをはじめた理由

作業療法士だった冨永さ
んご夫婦は、臨床経験の
中で、認知症の方やご家
族が相談先がなかったこと
で認知症の発見が遅れて
重度化するケースが多く、
認知症発症後に閉じこもり
などで家族も含めて居場
所を失っていることがあっ
た。そのような経験から絶
望から希望に繋がるため
の場所を作りたいと考えた
ことがきっかけ。

佐賀県多久市の「認知症カフェ」の取り組みについて

（認知症カフェの様子①）

（今回、認知症カフェの取組について、
講話のご協力いただいた冨永ボンド
さん美紀さんご夫婦）

冨永さんご夫婦が目標と
する認知症カフェとは

「認知症のひとが、自分らしく
暮らし続けられる社会」の実
現を目指し多種多様な人、場、
事業等を「つないで」「地域の
よい環境を創りだしていく」。
地域共生ステーションとして
認知症カフェのさらなる充実、
子ども食堂の開設、認知症予
防教室の開催、チームオレン
ジとして商店街やタクシー会
社などの出前講座を実施して
いきたい。


